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Figure　1．　Age－related　distribution　of　serum　osteocalcin　concentration　in
　　　　nonperiparturient　female　Holstein　cows：y＝106．5－46．72x一ト
　　　　7．58x2－0．39x3，　r2＝0．66，　n＝104．　Fifteen　primiparous　and　27
　　　　multiparous　cows　as　well　as　to　corresponding　Periparturient
　　　　age・matched　cows（n＝7in　each　group）were　compared　and　a
　　　　significant　difference　was　observed（P〈0．01）．　Data　are
　　　　presented　as　the　mean±SE．
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としての有用であると考えられた。血清OC濃度の
年齢動態は，ヒトでは学童期前半から増加し始め12
～14歳頃にピークに達し，その後減少し成人値に達
することが知られている［3］。牛では新生子期が最
も高く急激に低下し，その後は月齢とともに緩やか
な低下を示した。周産期のみならず血清OC濃度を
評価する際には月齢を考慮する必要があることがわ
かった。周産期においては，初産牛と経産牛では分
娩14日前の血清OC濃度にすでに有意な差が認めら
れた。月齢による影響を加味しても，初産牛および
経産牛ともに分娩前からすでに骨代謝回転が強く抑
制されていることが分かった。しかしながら，経産
牛では，この時期の血清OC濃度は基本的に低いた
め，骨代謝マーカーとしての血清OC濃度の変動を
観察することは困難であった。
　本実験により，周産期における血清OC濃度の変
動は，妊娠に伴う母体の骨代謝回転の変化を反映し
ていることが明らかとなった。すなわち，乳腺組織
由来のPTHrPによる骨吸収が本当にあるのならば，
血清OC濃度はそれを反映しているものと考えられ
る。
4．要　約
　オステオカルシン（OC）は骨形成と骨吸収のどち
らにも関与することが知られているが，ウシにおい
ては泌乳量や加齢に伴う血清OC濃度の変動は不明
である。またそれらを加味した周産期に関する情報
は少ない。そこでカルシウムの不均衡が生じやすい
周産期の乳牛において，その骨代謝の指標として
OCが有効であるかを検討した。まず，ウシ血清OC
濃度は新生子期が最も高く，その後急激に低下し，
初産以降は月齢とともに緩やかに低下することが明
らかとなった。周産期のみならず，血清OC濃度を
評価する際には月齢を考慮する必要があることがわ
かった。周産期においては，月齢による影響を加味
しても，初産牛と経産牛は共に分娩前からすでに骨
代謝回転が強く抑制されていることがわかった。し
かしながら，経産牛ではこの時期の血清OC濃度は
基本的に低いため，骨代謝マーカーとしての血清
OC濃度の変動を観察することは困難であった。
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